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１．はじめに

港湾における中長期政策「PORT2030」(H30.7）に

おいて「クルーズ」「港の空間形成」が掲げられ

たところであり、今後とも、昨今のクルーズ船、

クルーズ来訪客増大に伴い、魅力的な港の空間形

成を図ることがますます重要となってくると考え

られる。

２．クルーズ船・クルーズ来訪客の観点からの景観

体験とそれに対応するみなとまちの空間形成の留意点

本研究では、既存文献、クルーズ会社のＨＰ、雑

誌港湾)等をもとに先進事例の分析とともに、クルー

ズ体験記事の分析を行った。それにより、クルーズ

船・クルーズ来訪客の景観体験を整理し、それに対

応した港町の空間形成上の留意点について考察し

た。以上を整理したものを図－１に示す。「湾外・

港外→港内のアプローチ景観」という景観体験に対

応する「あたかも船を出迎えているような海や船を

意識したまちのつくり」の例として、海上からの景

観に配慮して整備された橋梁、建築物の例を図－２

に示す。

３．今後の取り組みの進め方

今後、クルーズ船、クルーズ来訪客増大が海・港

側からみた「みなとまちづくり」を考える切っ掛け

になり各地の港町における景観・空間の総点検、資

源の再発掘・活性化に繋がればよいと考えている。

1)上島顕司：クルーズ船からみた魅力

的な港の空間形成のあり方について,第

31回日本沿岸域学会研究討論会,2018
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図－１ クルーズ来訪客の景観体に対応した港町の空間形成における留意点

図－２ 海上からの景観に配慮した事例（青森港）
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１．はじめに 

シースケープ（Seascape）とは、海域の生物の生

息場の空間的な分布のことである。シースケープは

生態学的なパターンやプロセスに対して影響を及ぼ

すため、シースケープは生物多様性と密接に関係す

ると考えられている。 

本研究では、生物の多様性および持続性の高いシ

ースケープをデザインするために､1次元仮想空間で

受動的に移動する底生性の生物を扱い､多世代に渡

る数値計算を行い1）、生物の多様性および持続性の

高い生息場の空間配置に関する特徴を定性的に明ら

かにすることを目的とする。  

２．結果 

生息場の総面積が同じ場合において、新規加入に

対しては、「多数の小さな生息場を配置すること」

の方が、「少数の大きな生息場を配置すること」と

比べて有利であった2）。一方1）持続性に対しては、

「少数の大きな生息場を配置すること」の方が有利

であった。  

これらの結果は、浮遊幼生の新規加入と多世代に

渡る持続的な生物の生息の間には、トレードオフの

関係を示していた（図1）。つまり、「多数の小さな

生息場を配置すること」によって、浮遊幼生の生息

場への初期加入は容易になるが、加入した後、持続

的に存続することは困難になる。反対に、「少数の

大きな生息場を配置すること」によって、浮遊幼生

の生息場への初期加入は困難になるが、一度加入し

てしまえば、持続的に存続するのは容易になる。そ

のため、生息場に多くの生物が新規加入でき、かつ、

多様な生物が持続的に生息できる生息場の最適な空

間配置は、「多数の小さな生息場」と「少数の大き

な生息場」の間に存在すると考えられる。 

３．おわりに 

 底生性生物に対して、浮遊幼生の新規加入と多世

代に渡る持続的な生物の生息との間には、トレード

オフの関係があることが分かった。両者の観点から

生物の生息場の最適な空間配置（Seascape）を見出

すことが今後の課題である。 

 

☞詳細情報はこちら

1) 国総研資料 No.999

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0999.htm
2) 国総研資料 No.889

http://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn088.htm
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図1 浮遊幼生の初期加入および底生性生物の持
続性に着目した場合の，生息場の空間配置と
浮遊幼生の加入量との関係 
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